
 

 

 
平成２４年２月２０日 

各  位 
株 式 会 社 雪 国 ま い た け                     
代 表 取 締 役 社 長           大 平 喜 信          
（コード番号 １ ３ ７ ８       東証第２部） 

                               問合せ先 取締役兼上席執行役員 
                               管 理 本 部 長   海 野 光 夫 

（ＴＥＬ．０２５－７７８－０１１１              ） 
 

中期経営計画の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、平成23年5月27日に公表いたしました「雪国まいたけグループ修正中期経営計画（2010年度－2012
年度）」につきまして、最近の業績動向を踏まえ、下記のとおり修正を行うことといたしましたのでお知らせいたし

ます。 
 

記 
 
１． 修正の理由 
   当社グループは、新たなビジネスモデルの構築とグローバルな事業展開に挑戦すべく、2010年度から2012

年度までの３年間を対象期間とする中期経営計画を策定し、目標達成に向けて取り組んでまいりました。しか

しながら、昨年 3 月 11 日に発生した東日本大震災後の消費の冷え込みや放射能汚染に関する風評被害等によ

る販売環境の悪化と、成長戦略として取り組んでまいりましたぶなしめじ増産体制の移行時期の大幅なずれ込

みにより、数値目標との大きな乖離が生じました。こうした状況を踏まえて、2012年度までの計画値を修正す

るものであります。 
 
２． 連結業績目標の修正内容 
     
【基本戦略】 

  ①国内茸事業 
    2010年度より取り組んでまいりましたぶなしめじの増産体制への移行につきましては、機械設備の不具合

と菌由来の品質低下の問題が重なり、出荷量の減少、自動化設備導入の遅れに伴う人件費の増加、新規設備

導入に伴う減価償却費負担の増加等から、業績面において著しいマイナス影響をもたらしました。機械設備

の問題につきましては、検収できなかった自動化設備の一部の機械を再製作し、2011年12月迄に全部の機

械設置が完了いたしました。また、品質面の問題につきましては、より効率の高い菌に変更し、第5バイオ

センター（新潟県南魚沼市・ぶなしめじ専用工場）は2011年10月より、五泉バイオセンター（新潟県五泉

市・まいたけ・ぶなしめじ生産工場）は2012年1月よりそれぞれ新菌への移行が完了いたしました。 
    ようやく増産体制が整ったことを受けて、2012年度以降ぶなしめじの拡販及びシェアアップに向けて取り

組み、2012年度の売上高は2011年度比約65％増を予定しております。 
    まいたけ、えりんぎにつきましては、近年市場は横ばいの状況で推移しており、また依然として根強い低

価格志向が続くことが予想される中で、品質面・安全面での差別化の訴求と、更なる品質改善、コストダウ

ンを図ることで収益性の向上に取り組んでまいります。 
   

②国外茸事業 
    茸市場の拡大が続く中国においては、施設栽培茸の占める割合はまだ僅かではありますが、その需要は近

年急速に高まっており、今後も需要拡大が確実に見込まれるところであります。当社グループは、長春雪国

高榕生物技術有限公司（吉林省長春市・100％独資会社）、上海高榕生物科技有限公司（上海市・当社持分



 

 

45％合弁会社）、成都雪国高榕生物科技有限公司（四川省成都市・当社持分45％合弁会社）の３拠点を展開

しておりますが、こうした需要拡大を受けて更なる販路・販売エリアの開拓を進め売上拡大を図っていくと

共に、中長期戦略として新たな拠点展開についても具体的な検討を進めております。 
    

  ③もやし・カット野菜事業 
    もやし事業は、2004年の専用工場建設以来、堅調に販売実績を伸ばしており、販売量の増加に伴う生産工

場の稼働率アップにより事業収益性も向上し、今後もやし事業の業績面での貢献度は益々高まってまいりま

す。価格競争が激しさを増す中で、より付加価値の高い商品を提供していくことで一層の拡販に取り組んで

まいります。また、バングラデシュに設立しました現地法人において、2012年度よりもやし原料の緑豆の生

産が本格化いたします。これにより近年相場変動が著しい緑豆の安定的な原料調達が可能となり、もやし事

業の基盤がより強化されることとなります。 
2009年11月の販売開始から好調に売上を伸ばしているカット野菜ですが、コンビニエンスストアへの販

路開拓も進み、その利便性、経済性に加えて地球環境に優しい商品であることの理解が今後益々消費者に浸

透し、大幅な売上拡大が期待されます。当社グループでは、引き続き雪国まいたけが産み出す独自の商品の

魅力・価値を消費者にお伝えしていくと共に、新商品開発にも取り組み、カット野菜市場の拡大を図ってま

いります。 
   
  【業績目標】 

 
修正前計画（平成23年5月27日発表）             （単位 百万円） 

 2012 年3 月期 計画 2013 年3 月期 計画 

売上高 ３５，０００ ４０，０００ 

経常利益 ２，３００ ４，５００ 

当期純利益 １，５５０ ２，９００ 

 
 
修正後計画                          （単位 百万円） 

 2012 年3 月期 実績見込 2013 年3 月期 計画 

売上高 ２６，８００ ３０，５００ 

経常利益 △２，８００ １，５００ 

当期純利益 △１，７００ １，０００ 

 
※2012年3月期実績見込の内容につきましては、平成24年2月3日公表の「業績予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。 
 
 

 
 

 
 
以 上 

 本資料に掲載されている業績予想等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算出したも

のであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる可能性があります。 


